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 要 旨   

目的：メタボリック症候群の人では、2 型糖尿病と心血管疾患のリスクが高い。 

我々は、高いレベルの心肺フィットネス（CR-フィットネス）が内臓脂肪の蓄積に反対に作用し

て、炎症を減少させ、メタボリック症候群の危険因子を低くするという仮説を検証することを

目的とした。 

方法：研究は 2009 年から 2011年に Copenhagen Aging Midlife Biobank に参加した 1,293 人の

デンマーク人（年齢 49-52 歳）を対象として、アンケート、身体的試験と血液検査行った。多

重線回帰モデルは CR-フィットネスに対して血漿レベルのサイトカインと高感度 C 反応性蛋白

をアウトカムとして実行され、腹部肥満の測定結果が潜在的関連を説明するかどうかも検証し

た。 

同様に、多重線回帰モデルは CR-フィットネスに対してメタボリック症候群の因子をアウトカ

ムとして炎症性生物マーカーによる潜在的説明可能性が検証された。すべてのモデルは、年齢、

性、喫煙、アルコール消費、社会経済学的状態と 2 週間前以内に急性炎症性イベントの効果の

ために調整された。 

結果：CR-フィットネスは、高感度な C反応性蛋白、Interleukin（IL）-6と IL-18 と逆相関し、

抗炎症サイトカイン IL-10 と直接関連したが、TNF アルファ、インターフェロン γ または IL-

1β と関連しなかった。腹部肥満は、有意な関連を部分的に説明することができた。 

さらに、CR-フィットネスは全体のメタボリック症候群スコアと、そしてトリグリセリド、グリ

コヘモグロビン A1c、収縮期血圧、拡張期血圧と逆相関し、高密度リポ蛋白質と直接関連した。 

一つの炎症性生物マーカーと炎症性スコアの総合は、これらの関連を部分的に説明した。 

結論：CR-フィットネスは抗炎症効果があることが示唆され、その効果の発現はメタボリック症

候群のリスクプロフィールの減少と腹部肥満の減少によって部分的に説明される。全体の炎症

性の負荷は、主に高感度 C反応性蛋白と IL-6 によってもたらされた。 
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